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台風15号・19号に関する直接・間接の被害や消費増税、他地域で展開される
「ふっこう割」等のマイナス影響を減じ、観光振興を図るための誘客対策として、
東伊豆町観光協会に対する補助金を増額しました。

誘客対策

質 疑

定例会
の概要

●町観光協会補助金 １千88万円
補正予算

インターネット上で宿泊
料金が割引されるクーポ
ンを発行

※写真は
イメージです

災害緊急対策12月
定例会

笠井議員 補助金の内容は。
観光商工課長 台風の影響により、推

計7300人の宿泊キャンセルが発生した。
その経済対策として、町観光協会が実施
する楽天、じゃらんなどの割引クーポン
発行のキャンペーン費用に対し補助を行
う。
笠井議員 補助金による効果試算は。

観光商工課長 割引クーポンを3000円
とした場合、２月の入湯客数で３％程度
の増加を見込んでいる。
楠山議員 当町の割引クーポンが国の

補助対象とならない理由は。

町長 国の補助対象となるのは、災害
救助法の適用を受けた地域のみで、当町
は対象とならない。

Ｑ

ＡＡ

Ｑ

ＡＡ

Ｑ

ＡＡ

12月定例会が12月10日から11日までの２日間で開催されました。
件、条例制定１件の合計13件を審議し、その結果すべて原案のとおり
活発な議論が交わされました。

誘客対策と災害復旧

令和２年１月号 ひがしいず議会だよりNo.298 2

で７千706万円

（主な議案）

台風により被災した
片瀬わさび田水路

大雨により路肩が崩壊した
町道湯ヶ岡赤川線

定 例 会 日 程
12月10日 一般質問
12月11日 一般質問・議案審議

●防災対策費 407万円
台風19号の発生に伴う災害対策本部の設置

に関する費用など

台風15・19号により被害を受けた農業用
施設・林業用施設・漁港や河川・町道その他
観光施設及び学校等の災害復旧工事費

●災害復旧費 ４千491万円

白田漁港の流木撤去や熱川海岸の堤防等の復旧工事費など

●災害復旧費 599万円

専決承認
第４号

専決承認
第５号

補正予算

●農林水産業施設災害復旧費 1千121万円
台風15号で被害を受けた片瀬わさび田2か

所の水路等施設災害復旧に関する工事測量設
計委託費

災害復旧

町長提出議案は災害緊急対策を含む補正予算６件、専決処分２件、条例改正４
可決しました。また、一般質問には10議員が登壇し、災害対策や町政について

定 例 会
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瓦が飛ぶなどの被害が多く
見られた

議員鈴
すず

木
き

勉
つとむ

奈良地内３路線の道路整備計画は
事業費の関係から計画はない

Ｑ

Ａ

り災証明は必要か
り災証明が必要になる場合が多い

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

議員楠山
くす やま

節雄
せつ お

そ
の
ほ
か
の

質 問

職
員
の
健
康
管
理
は

Ｑ

火
災
等
に
お
け
る
サ
イ
レ
ン

（
吹
鳴
す
い
め
い
）は

Ｑ

心
の
病
も
含
め
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
中
心
に
対
応
し
て
い
る

Ａ

町
民
の
声
は
承
知
し
て
い
る

が
メ
ー
ル
等
情
報
伝
達
で
対

応
し
て
い
く

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
は

Ｑ

よ
り
具
体
的
な
使
い
道
を
考

え
て
い
る

Ａ

令和２年１月号 ひがしいず議会だよりNo.298 東伊豆町議会 youtube 検索

台
風
15
号
に
お
け
る

住
宅
の
被
害
状
況
は
。

９
月
18
日
時
点
で
は
、

96
件
を
確
認
し
た
。

り
災
証
明
は
ど
の
程

度
で
申
請
す
る
の
か
。

20
％
以
上
の
損
壊
が

あ
れ
ば
申
請
の
対
象
に
な

る
。

り
災
証
明
書
を
申
請

し
た
人
数
は
。

現
在
の
時
点
で
63
人
。

Ａ ＱＡＱＡＱ

台
風
時
に
同
報
無
線

が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と

い
う
声
も
多
く
あ
っ
た
が
。

風
雨
の
強
い
場
合
は

開
き
ず
ら
い
こ
と
が
あ
る
。

本
年
度
よ
り
高
性
能
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
を
進
め

て
い
る
。

ＱＡ

町
の
負
担
が
少
な
い

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
等
の
補
助
事
業
を
活
用

し
農
道
と
し
て
整
備
す
る

お
考
え
は
。

現
在
、
２
期
目
で
農

道
を
整
備
し
て
い
る
が
、

追
加
は
困
難
で
あ
る
。

対
象
路
線
を
３
期
目

ＱＡＱ

で
実
施
す
る
お
考
え
は
。

県
や
地
元
と
も
協
議

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
道
太
田
線
は
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め

実
施
す
べ
き
で
は
。

地
権
者
や
財
政
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
実
施
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

Ｑ ＡＡ

道路が狭く子供たちの安全が確保
されていない

4

定 例 会

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
等
の
改
正
に
伴
う
条
文
の

整
備
。

〇
公
営
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
文
の
整

備
。

〇
印
鑑
条
例

成
年
被
後
見
人
関
係
の
法
律
の

施
行
に
伴
う
条
文
整
備
。

〇
教
育
委
員
会
自
己
点
検
・
評
価

報
告
書

教
育
委
員
会
事
務
の
自
己
点
検
・

評
価
（
平
成
30
年
分
）
の
報
告
。

※
報
告
は
採
決
な
し（
質
疑
の
み
）

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
旅

費
及
び
、
県
総
合
庁
舎
光
熱
費
分

担
金
の
増
額
。

〇
水
道
事
業
会
計

１
２
９
万
円
増

台
風
19
号
の
対
応
経
費
及
び
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
費
関
係
の

増
額
。

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
令
和
２
年
４
月
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
制
定
。

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
文
の
整

備
。

〇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例

経
済
対
策
と
し
て
町
観
光
協
会
へ

の
補
助
金
を
増
額
。（
３
ペ
ー
ジ

参
照
）

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

３
２
２
万
円
増

制
度
改
正
に
伴
う
国
保
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
と
、
出
産
育
児
諸

費
を
増
額
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

３
９
７
万
円
増

利
用
者
の
増
に
伴
う
保
険
給
付

費
の
増
額
と
財
政
調
整
の
た
め
基

金
積
立
金
を
減
額
。

〇
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

70
万
円
減

売
電
収
入
の
減
額
、
修
繕
料
及

び
保
安
管
理
委
託
料
の
増
額
の
た

め
、
基
金
積
立
金
を
減
額
。

〇
下
田
市
、
東
伊
豆
町
、
河
津
町
、

南
伊
豆
町
、
松
崎
町
及
び
西
伊
豆

町
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計

８
万
円
増

〇
専
決
承
認
第
４
号

１
千
１
２
１
万
円
増

台
風
15
号
に
よ
り
被
災
し
た
農

業
用
施
設
の
復
旧
の
た
め
増
額
。

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

〇
専
決
承
認
第
５
号５

千
61
万
円
増

台
風
15
号
・

15

19
号
に
よ
り
被
災

し
た
施
設
の
復
旧
の
た
め
増
額
。

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

４
千
３
１
３
万
円
増

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増

額
と
、
台
風
被
害
に
よ
る
誘
客
・

12
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

12

13
件
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和２年１月号 ひがしいず議会だよりNo.298

月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

12
専
決
処
分

補
正
予
算

条
例
制
定

条
例
改
正

報

告

専決処分
議会が議決または決

定すべき事項を、地

方公共団体の長が地

方自治法の規定に基

づいて、議会の議決・

決定の前に自ら処理

すること。
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災害時は早期避難を

延命化工事が行われている
エコクリーンセンター東河

議員定居 利子
さだ い とし こ

議員稲葉 義仁
いな ば よし ひと

災害対応は
住民に早期避難を呼びかける

Ｑ

Ａ

廃棄物処理における方向性は
より広域での連携を念頭に入れ検討したい

Ｑ

Ａ
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に
お
い
て
も
今
後
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
。
人

口
が
減
少
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
、
将
来
的
に
は

よ
り
広
域
で
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

当
町
の
み
の
判
断
で

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、

広
域
化
を
見
据
え
、
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

当
面
の
費
用
削
減
、

将
来
的
な
広
域
化
の
双
方

の
視
点
か
ら
、
周
辺
で
既

に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ゴ

ミ
袋
有
料
化
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

河
津
町
と
連
携
し
実

施
す
る
方
向
で
調
整
し
た

い
。

群
馬
県
に
委
託
処
分

し
て
い
る
河
津
町
の
焼
却

灰
や
破
砕
残
渣
（
は
さ
い

ざ
ん
さ
）
を
当
町
の
処
分

場
に
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

河
津
町
と
調
整
し
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

ＡＱＡＱＡ

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
延
命
化
工
事
が
本

年
度
完
了
す
る
が
、
そ
の

他
の
施
設
の
改
修
計
画
は
。

し
尿
処
理
場
に
つ
い

て
は
、
延
命
工
事
を
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
費
交
付
金
の
対
象
に
で

き
る
か
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
最
終
処
分
場
は
埋
立

地
残
量
調
査
の
結
果
、
令

和
11
年
11

12
月
ま
で
延
命
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
15
年
の
延
命
化
で

約
31
億
円
、
そ
の
他
施
設

ＱＡＱ

台
風
15
・
15

19
号
の
避

難
所
は
。
ま
た
避
難
者
数

は
。

公
民
館
９
か
所
、
学

校
施
設
５
か
所
で
あ
る
。

３
２
５
名
の
避
難
者
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
町
外
者
は

３
名
で
あ
っ
た
。

３
日
間
の
着
替
え
、

食
料
品
の
持
参
の
呼
び
か

け
は
な
ぜ
か
。

ＱＡＱ

常
備
７
日
間
の
備
え

を
伝
達
し
て
い
る
た
め
。

賃
貸
住
宅
、マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
災
害
情
報
伝
達
は
。

賃
貸
、
マ
ン
シ
ョ
ン

等
に
限
定
し
た
情
報
発
信

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
住

民
に
対
し
同
報
無
線
や
携

帯
電
話
な
ど
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

回
覧
板
に
つ
い
て
民
間
事

業
者
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
あ
じ
さ
い
学
級
等

で
防
災
に
つ
い
て
の
講
演

の
お
考
え
は
。

常
に
情
報
発
信
を
し

て
い
く
の
で
考
え
た
い
。

県
が
普
及
を
図
る
マ

イ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
個
人

防
災
計
画
）
の
取
組
は
。

今
回
の
災
害
の
反
省

を
ふ
ま
え
な
が
ら
区
、
防

災
組
織
関
係
者
と
十
分
に

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

ＱＡＱＡ ＱＡ Ａ

一 般 質 問

土砂撤去を行う災害
ボランティア

入湯税引上げの後の使い道はＱ

観光地としての環境基盤整備が主となる
Ａ

災害ボランティアの活用をＱ

住民の要望に応えられるよう活用したい
Ａ

町の玄関口に立つ廃業ホテル
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議員栗原
くり はら

京
きょう

子
こ

議員藤
ふじ

井 明
い ひろ あき

そ
の
ほ
か
の

質 問

当
町
で
の
洋
上
風
力
発
電
の

計
画
は

Ｑ

海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

幼
稚
園
に
給
食
の
提
供
を

Ｑ

実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
く

Ａ

入
湯
税
の
全
国
的
状

況
は
。課

税
団
体
９
８
１
の

う
ち
91
・
3
％
が
１
５
０

円
、
そ
れ
未
満
が
8.1
％
、

１
５
０
円
越
え
が
0.6
％
で

あ
る
。当

町
の
玄
関
口
に
あ

る
旧
大
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
の
撤
去
に
充
て
る
考
え

は
。

こ
れ
ま
で
も
取
り
組

ん
で
き
た
が
民
間
の
施
設

ＱＡＱＡ

で
あ
り
、
巨
額
の
費
用
も

か
か
る
。

観
光
地
と
し
て
ト
イ

レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化

を
進
め
て
は
。

現
在
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
化
は
16
・
2
％
で
あ
り
、

今
後
の
た
め
に
も
入
湯
税

の
引
上
げ
が
必
要
。

年
間
７
５
０
０
万
円

の
増
収
と
な
る
入
湯
税
を

プ
ー
ル
し
て
稲
取
駅
の
改

修
を
働
き
か
け
て
は
。

町
が
３
分
の
１
以
上

の
負
担
で
も
い
い
と
言
っ

て
も
動
か
な
か
っ
た
。

入
湯
税
は
注
目
さ
れ

る
の
で
理
解
を
得
て
進
め

て
欲
し
い
。

各
観
光
協
会
の
意
見

を
と
り
ま
と
め
進
め
て
い

く
。

ＱＱ ＡＡＱＡ

台
風
な
ど
の
被
災
後
、

土
砂
の
撤
去
や
飛
来
ゴ
ミ

の
片
付
け
運
搬
な
ど
を
助

け
て
く
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
現
状
は
。

災
害
対
策
本
部
設
置

後
、
被
害
状
況
に
よ
り
社

協
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
部
設
置
を
要
請
し
運
用
。

今
回
の
台
風
で
は
設

置
さ
れ
な
か
っ
た
。
迅
速

に
設
置
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

住
民
の
要
望
に
応
え

ＱＡＱＡ

て
支
援
を
行
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

「
L
I
N
E
」を
使
っ

て
消
防
団
員
が
地
域
の
被

災
状
況
を
共
有
す
る
な
ど
、

行
政
の
S
N
S
活
用
が
広

が
っ
て
い
る
。
町
全
体
の

被
災
状
況
を
迅
速
・
的
確

に
掌
握
す
る
た
め
に
有
用

と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

有
用
と
考
え
る
。
町

と
し
て
も
活
用
を
検
討
す

る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
部
と
各
区
自
主
防
と
の

連
携
は
。

自
主
防
は
地
区
内
の

支
援
要
望
を
把
握
し
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
に
要

請
。
そ
れ
を
受
け
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
支

援
作
業
を
行
う
。

ＱＱ ＡＡ
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老朽化が進む、し尿処理施設

アクセス道路が期待される
河津の山

議員西塚 孝男
にし づか たか お

議員山田 直志
やま だ なお し

公共施設の維持管理は
公共施設が住民負担にならないようにする

Ｑ

Ａ

伊豆縦貫道へのアクセス道路整備を
県や河津町と協議して、広域で整備進めたい

Ｑ

Ａ
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そ
の
ほ
か
の

質 問

高
校
生
新
卒
枠
の
見
直
し
を

Ｑ

全
学
歴
で
35
歳
ま
で
の
募
集
に

Ａ

双
方
で
交
流
を
図
り
信
頼
関

係
を
深
め
て
い
く

Ａ

熱
川
風
力
発
電
の
三
者
協
議

の
今
後
は

Ｑ

町
の
道
路
整
備
の
基

本
戦
略
は
。

伊
豆
縦
貫
道
の
早
期

整
備
と
大
雨
等
で
通
行
止

が
発
生
す
る
国
道
１
３
５

号
線
の
代
替
道
路
と
し
て
、

大
川
地
区
か
ら
伊
東
市
八

幡
野
地
区
に
接
続
す
る
バ

イ
パ
ス
道
路
を
要
望
し
て

い
る
。

ＱＡ

当
町
は
縦
貫
道
に
接

続
す
る
道
路
は
な
い
。
河

津
町
へ
は
２
本
、
見
高
地

区
か
ら
は
３
本
の
道
路
が

あ
る
。
津
波
や
土
砂
災
害

な
ど
で
通
行
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
る
が
。

ア
ク
セ
ス
と
し
て
河

津
町
田
中
地
区
へ
通
じ
る

道
路
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。こ

の
道
路
は
町
と
河

津
町
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
人
や
物
資
の
輸
送

路
と
し
て
の
整
備
は
。

県
や
河
津
町
と
協
議

し
て
、
広
域
で
整
備
を
進

め
た
い
。

ＱＡＱＡ

る
河
川
の
護
岸
崩
壊
が
大

半
を
占
め
て
お
り
、
町
の

復
旧
箇
所
は
わ
ず
か
で
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
に
見
直

し
は
な
い
が
、
町
と
し
て

は
今
回
の
こ
と
を
考
え
、

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
の
前

倒
し
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
中
、
今
後

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
。

人
口
減
少
の
中
、
公

共
施
設
が
住
民
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
町
と
し
て

も
考
え
、
教
育
環
境
や
環

境
衛
生
関
係
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

水
道
施
設
の
被
害
は
。

被
害
は
県
が
管
理
す

ＱＡＱＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

津
波
や
台
風
の
時
、
避
難
場

所
は
安
全
な
の
か

Ｑ

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
安
全
が

確
保
で
き
な
い
。
今
後
、
自
主
防

災
会
と
検
討
し
て
い
き
た
い

Ａ

一 般 質 問

議員笠井 政明
かさ い まさ あき

熱川支所廃止検討の経緯はＱ

人口減少と税収減少等を踏まえたうえで
行政サービスの持続可能な提供を行うＡ

議員内山 愼一
うち やま しん いち

入湯税の引上げの時期はＱ

令和２年10月または令和３年４月で検討中
Ａ
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旅行者にとって楽しみの一つである
温泉入浴

廃止検討がされている熱川支所

そ
の
ほ
か
の

質 問

高
齢
者
避
難
の
対
応
は

Ｑ

相
談
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る

Ａ

２
拠
点
居
住
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

Ｑ

同
報
無
線
等
で
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
る

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

細
野
高
原
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ

の
積
極
的
な
保
護
を

Ｑ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
保
護
し
て

い
る
。
町
は
考
え
て
い
な
い

Ａ

入
湯
税
の
引
上
げ
率

と
引
上
げ
の
理
由
は
。

入
湯
税
１
５
０
円
を

１
０
０
円
引
上
げ
て
２
５

０
円
と
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
今
後
の
環
境

整
備
の
財
源
確
保
を
し
た

い
。

引
き
上
げ
た
入
湯
税

の
使
途
は
。

ＱＡＱ

予
測
さ
れ
る
入
湯
税

約
７
千
５
０
０
万
円
の
10

％
は
観
光
施
設
の
維
持
費

に
充
て
、
90
％
に
つ
い
て

は
観
光
客
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を

中
心
に
使
い
た
い
。

Ａ

ＱＡ

住
民
説
明
会
で
は
熱

川
支
所
継
続
の
声
が
多
く

聞
こ
え
た
が
。

意
見
や
要
望
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
考
慮

す
べ
き
課
題
及
び
方
向
性

に
つ
い
て
、
十
分
検
討
し

て
い
く
。

２
回
目
の
地
区
説
明

会
は
。台

風
被
害
等
が
あ
り

秋
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

来
年
度
に
行
い
た
い
と
考

ＱＡＱＡ

え
て
い
る
。

廃
止
し
た
場
合
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
え
は
。

町
立
図
書
館
に
証
明

書
交
付
機
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

郵
便
か
ら
「
役
場
支
所
で

取
り
扱
う
窓
口
業
務
の
一

部
を
受
託
す
る
こ
と
が
可

能
」
と
い
う
提
案
を
受
け

役
場
内
で
検
討
を
重
ね
て

い
る
。町

長
は
い
つ
頃
ま
で

に
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
、
早
い
ほ
う
が
い
い

と
考
え
て
い
る
。住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
、
必
ず
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

ＱＡ
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委委員会の活動レポー委員会の活動レポートト

入湯税免除申請の簡略化を

入湯税は入湯者１日一
人につき150円を徴収

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

議
会
閉
会
中
に
入
湯
税
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

入
湯
税
は
、
町
内
の
旅
館
ホ
テ

ル
な
ど
鉱
泉
浴
場
に
お
け
る
入
湯

に
対
し
、
一
人
１
５
０
円
を
特
別

徴
収
義
務
者
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
の
経
営
者
）
が
徴
収
し
て
い
ま

す
。平

成
30
年
度
の
特
別
徴
収
義
務

者
は
75
事
業
所
で
、
う
ち

75

44
事
業

者
は
旅
館
組
合
が
納
入
、
31
事
業

者
は
税
務
課
が
直
接
徴
収
し
て
い

ま
す
。

ま
た
入
湯
税
は
、
使
途
の
目
的

が
定
め
ら
れ
た
税
金
で
す
。

平
成
30
年
度
決
算
で
は
、
約
１

億
１
千
１
４
６
万
円
を
徴
収
し
、

環
境
衛
生
施
設
費
の
整
備
に
５
千

１
４
６
万
円
を
、
消
防
施
設
等
の

整
備
に
７
０
０
万
円
を
、
観
光
施

設
の
整
備
・
観
光
振
興
に
５
千
３

０
０
万
円
を
充
て
て
い
ま
す
。

な
お
、
障
が
い
者
や
修
学
旅
行

に
は
課
税
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
近
年
の
申
請
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
に
対
す
る
委
員
会
の
意
見

①
各
観
光
協
会
が
運
営
す
る
露
天

風
呂
な
ど
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、

非
課
税
と
す
る
根
拠
を
明
確
に
さ

れ
た
い
。

②
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
日
帰
り
温
泉

は
、
課
税
の
対
象
と
な
り
う
る
。

③
入
湯
税
の
課
税
免
除
申
請
は
、

利
用
者
や
施
設
に
負
担
が
大
き
く

利
用
し
に
く
い
の
で
、
手
続
き
の

簡
素
化
を
図
ら
れ
た
い
。

④
身
体
障
が
い
者
等
に
つ
い
て
は
、

免
除
の
範
囲
を
団
体
だ
け
で
な
く

介
助
者
も
含
め
た
個
人
へ
の
拡
大

を
図
り
、
宿
泊
料
金
の
制
限
も
合

わ
せ
て
見
直
さ
れ
た
い
。

−所管事務調査−総務経済常任委員会

開かれた議会へ
早稲田大学マニフェスト
研究所による講演会を開催

議会改革特別委員会

10月25日中村事務局
長を講師に招き議会改
革の講演会を開催

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
今
年

度
は
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
と
連
携
し
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

10
月
10

25
日
に
は
、「
①
な
ぜ
議
会
改
革

が
必
要
か
、
②
全
国
で
は
ど
ん
な
改
革

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
」
12
月
12

13

日
に
は
「
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

の
考
え
方
」
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
る

と
と
も
に
、
当
町
の
議
会
改
革
度
の
評

価
を
行
い
、
今
年
度
優
先
し
て
取
り
組

む
課
題
を
絞
り
込
み
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
今
後
も
、
町
内
各
団

体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

議
会
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生

の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

委 員 会 活 動
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研
修
日

令
和
元
年
10
月
８
日
～

10

10
月

10

10

10
日

●
和
歌
山
県
田
辺
市
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

【
研
修
内
容
】

ガ
ル
テ
ン
（
市
民
農
園
）
を
中
心
と
し

た
地
域
づ
く
り

市
民
農
園
の
特
徴
は
。

こ
の
市
民
農
園
は
行
政
主
導
で
は

な
く
、
秋
津
野
地
域
の
住
民
が
出
資
し

て
設
置
・
運
営
し
て
い
る
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ア
イ
ス
工
房
を
備
え
た
体
験
型

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
設
で
す
。

そ
の
よ
う
な
取
組
が
で
き
た
理
由

は
。

地
域
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
地
域
に

し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い

積
み
上
げ
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

住
む
人
が
増
え
て
い
く
中
で
ゴ
ミ
出
し

か
ら
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
の
積
み

上
げ
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
和
歌
山
県
白
浜
町
役
場

【
研
修
内
容
】

バ
ブ
ル
後
も
観
光
客
が
減
ら
な
い
観
光

地
づ
く
り

観
光
地
の
特
徴
は
。

白
砂
青
松
の
白
良
浜
、
6
つ
の
日

帰
り
温
泉
、
博
物
館
水
族
館
、
民
間
が

誘
致
し
た
パ
ン
ダ
な
ど
様
々
な
観
光
資

源
を
有
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

１
９
０
万
人
お
客
さ
ん
が
来
て
い
ま
す
。

観
光
客
が
減
ら
な
い
要
因
は
。

従
来
の
白
い
砂
浜
や
温
泉
と
い
う

資
源
に
、
見
る
施
設
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー

が
整
い
、
世
界
遺
産
、
パ
ン
ダ
誘
致
、

空
港
整
備
と
資
源
の
活
用
と
交
通
ア
ク

セ
ス
も
整
備
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
で
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
整
備
が
で
き
た

の
か
。町

と
観
光
協
会
、
商
工
会
が
、
地

域
の
課
題
や
問
題
点
を
共
有
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
の
解
決
に
力
を
尽
く
し
て

き
た
こ
と
が
成
果
と
し
て
現
れ
た
の
で

は
と
考
え
ま
す
。

研
修
日

令
和
元
年
10
月
９
日
～

10

10
月

10

10

11
日

●
愛
知
県
新
城
市
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン

タ
ー

【
研
修
内
容
】
若
者
議
会

若
者
議
会
の
特
徴
は
。

16
歳
か
ら

16

29
歳
ま
で
の
若
者
か
ら

議
員
20
名
を
公
募
し
、
１
年
間
を
か
け

て
事
業
を
検
討
し
ま
す
。
市
へ
の
中
間

発
表
を
通
じ
精
度
を
高
め
、
予
算
を
検

討
材
料
に
含
め
た
形
で
市
長
に
答
申
、

実
際
に
事
業
化
し
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
た
か
。

若
者
が
各
々
の
「
こ
ん
な
こ
と
が

し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
現
実
に
事
業

化
す
る
こ
と
や
、
前
年
ま
で
の
事
業
の

検
証
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ

や
難
し
さ
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
市

政
へ
の
興
味
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

●
富
山
県
舟
橋
村
役
場

【
研
修
内
容
】

子
育
て
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
共
助
と
は
何
か
。

子
育
て
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
子

育
て
世
代
と
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

や
組
織
が
密
接
に
結
び
付
き
、
全
員
の

希
望
が
実
現
す
る
社
会
を
目
指
す
取
組

で
す
。具

体
的
な
取
組
の
内
容
は
。

例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
含
め
た

公
園
の
維
持
管
理
を
造
園
業
者
に
委
託

し
、
子
育
て
世
代
と
中
高
年
が
つ
な
が

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、

子
ど
も
公
園
部
長
を
公
募
し
、
そ
の
運

営
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

委
員
会
視
察
研
修

先
進
地

先
進
地
のの

事
例
か

事
例
か
らら

まままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
にににににににににににににににににににににに
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

総
務
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

所
感

田
辺
市
も
白
浜
町
も
元
気
な
地

域
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
地
元
」

「
移
住
者
」「
老
舗
」「
新
参
者
」
な
ど

の
垣
根
な
く
、
地
域
を
良
く
す
る
た
め

に
話
し
合
い
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
共
生
社
会
の
視
点
で
、
町

の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

所
感

新
城
市
で
は
若
者
を
事
業
立
案

か
ら
執
行
と
そ
の
検
証
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
、
舟
橋
村
で
は
子
供
や
そ
の
親
と

な
る
世
代
、
さ
ら
に
は
シ
ニ
ア
世
代
や

企
業
ま
で
を
子
育
て
共
助
の
枠
組
み
に

組
み
込
み
、
各
々
の
役
割
を
担
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
と
し
て
の
一

体
感
・
方
向
感
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま

す
。
当
町
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
方

が
取
組
に
参
加
し
、
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
っ
て
い
け
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ ＱＡ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ
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明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
に
な
っ
て
初
め
て

の
新
年
、
そ
し
て
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
す
べ
き

年
。
前
回
は
1
9
6
4
年
で

し
た
か
ら
、
実
に
56
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

伊
豆
は
自
転
車
競
技
の
会

場
と
な
り
ま
す
の
で
身
近
に

応
援
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
機
会
に
伊
豆
が
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
な
り
、

多
く
の
来
遊
客
が
自
転
車
で

走
る
半
島
に
し
た
い
。
こ
れ

が
私
の
初
夢
、
皆
様
は
ど
ん

な
初
夢
を
見
ら
れ
ま
し
た

か
？

（
藤
井
）

ま
た
、
岡
谷
市
と
野
球

を
通
じ
て
仲
良
く
な
っ
た

お
か
げ
で
、御
柱
祭
の
際
、

岡
谷
市
民
と
一
緒
に
祭
り

の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
交
流
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

交
流
を
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
い
て

今
年
で
34
年
目
に
な
り
ま

す
。
長
続
き
し
て
い
る
の

は
団
体
で
の
活
動
、
つ
ま

り
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
い
い

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

年
２
回
、
夏
は
岡
谷
市

で
、
秋
は
こ
ち
ら
東
伊
豆

町
で
、
２
試
合
ず
つ
行
っ

て
お
り
、
今
回
は
第
１
２

７
・
１
２
８
戦
目
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年

は
台
風
で
中
止
で
し
た
が

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
楽

し
く
戦
え
ま
し
た
。

−

野
球
の
魅
力
と
は
。

み
ん
な
で
仲
良
く
親
睦

を
深
め
、健
康
第
一
で
や
っ

て
い
ま
す
。
好
天
に
恵
ま

れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
白
球

を
追
う
の
も
楽
し
い
で
す

が
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
相

手
チ
ー
ム
と
の
懇
親
会
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

11
月
２
日
、
岡
谷
市
の

野
球
チ
ー
ム
「
愛
球
会
」

（
山
田
宜
元
会
長
）
を
迎

え
、
当
町
の
「
つ
わ
ぶ
き

会
」
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
チ
ー
ム
を
率
い

る
の
は
84
才
の
高
橋
亨
会

長
で
す
。
チ
ー
ム
の
平
均

年
齢
は
68
歳
、
定
年
退
職

し
た
人
が
多
い
が
現
役
で

働
い
て
い
る
人
も
交
じ
っ

て
皆
で
野
球
を
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

−

岡
谷
市
と
の
野
球
交
流

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

昭
和
60
年
に
岡
谷
市
と

姉
妹
都
市
に
な
っ
た
の
が

縁
で
、
次
の
年
か
ら
野
球

【
発

行
】
東
伊
豆
町
議
会
【
編
集
】
議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
責
任
者
】
議
長

村
木

脩
【
T
E
L
・
F
A
X
】
０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

【
住

所
】
〒
4
1
3
|
0
4
1
1

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

令
和
２
年
１
月
20
日
発
行

秋空のもと
白熱プレーが続く

令和元年11月２日、姉妹都市である長野県岡谷市野
球チーム「愛球会」との交流試合が町営野球場で行わ
れました。

今回は、試合に参加した「つわぶき会」会長の高橋
亨さんにインタビューさせていただきました。

令和２年１月号 ひがしいず議会だよりNo.298

か が や く 新シリーズ

つわぶき会 会長

高橋 亨さん

議会だより10月号Ｐ６災
害ボランティア事業の金
額に誤りがありましたの
で、お詫びをし下記のと
おり訂正します。

【誤】53万円→【正】５万

お詫びと訂正

広報編集委員会

委

員

長

藤
井

明

副
委
員
長

笠
井
政
明

委

員

稲
葉
義
仁

委

員

西
塚
孝
男

委

員

村
木

脩

委

員

山
田
直
志

編集後記

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

皆さん本当に若々しい


